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はじめに 近年、光ネットワークのノード部に

おいて、信号経路切り替え処理に費やされる電

力の増大が問題視されている。それを解決する

ために、光経路を光のまま切り替える光スイッ

チング技術が必要とされている。そして、実用

上多ポート構成の大規模光スイッチが不可欠

である。[1]ここでは高精度プロセスにより作

製したノンブロッキング 4x4 InAlGaAs/InAlAs

光スイッチの基本特性について報告する。 

作製素子 

今回 Non-blocking動作を実現するために、Fig.1

に示すハイブリッド導波路構造マッハツェン

ダー型光スイッチ[2] 6 つを 4 段に接続し、ス

テッパー露光などを用いて Fig.2に示す 4x4ポ

ート光スイッチを作製した。 

素子特性 

IR カメラによる作製した 4x4 ポート光スイッ

チの、各ポートからの入力光に対する出射端面

画像を Fig.3に示す。構成している各々のスイ

ッチ素子に対して補正バイアスをかけること

で、スイッチングパス 16本全ての動作を確認

し、4x4ポート光スイッチのフルポート動作を

実現した。 
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Fig.1 2x2ポート単体光スイッチ素子構造 

 

Fig.2 作製した 4x4ポート光スイッチ 

 

Fig.3 IRカメラ出射端面画像 
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